


‖
味
見
村
が
郡
境
を
越
え
て
合
併
を
果
た
し
 
 

美
山
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
役
場
庁
舎
は
 
 

旧
下
字
坂
村
役
場
を
利
用
し
て
の
発
足
で
 
 

す
。
 
 

中
学
校
の
児
童
生
徒
に
は
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
 
 

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
■
■
】
■
 
 

初
代
村
長
に
は
豊
田
大
門
氏
が
就
任
。
 
 

旧
村
で
は
解
村
式
を
行
い
、
記
念
品
と
 
 

て
各
家
庭
に
は
ふ
ろ
し
き
1
枚
。
小
・
 
 

一
 
 

■
 
 カ
村
を
合
併
し
て
 
 

山
村
誕
生
 
 

一産妄  

こ土：ご∵ ノ＝仁  

］  

羽
郡
の
下
宇
∴
．
上
手
坂
と
大
野
 
 

郡
の
芦
見
、
羽
生
、
上
味
見
、
下
 
 

一
 
 

2
月
●
下
宇
坂
・
芦
見
・
羽
生
・
上
味
見
・
下
味
見
・
 
 

上
宇
坂
の
6
力
村
合
併
、
美
山
村
誕
生
 
 

人
口
9
3
3
3
人
二
戸
数
1
7
8
8
戸
 
 

3
月
●
第
1
回
村
長
・
村
議
会
議
員
選
挙
 
 

●
初
代
村
長
に
豊
田
大
門
氏
就
任
 
 

9
月
●
下
宇
坂
小
学
校
改
築
落
成
 
 

●
美
山
合
併
祝
賀
式
 
下
宇
坂
小
学
校
で
開
催
 
 

初
代
村
長
に
豊
田
大
門
氏
 
 

●
り
八
・
ン
十
り
条
約
機
構
成
立
 
 

●
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
来
日
 
 

●
バ
ン
ド
ン
で
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
 
 

開
催
 
 

●
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
発
足
 
 

●
人
気
映
画
俳
優
 
 

ジ
工
－
ム
ス
・
↓
T
†
－
ン
事
故
死
 
 
 

【
日
本
の
動
き
】
 
 

●
ア
ル
ミ
「
一
円
」
硬
貨
発
行
 
 

●
炭
労
、
私
鉄
、
電
産
な
ど
民
間
六
単
 
 

産
、
春
季
賃
上
げ
共
闘
会
議
総
決
 
 

起
大
会
開
催
 
 

●
第
1
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
 
 

催
 
 

●
自
由
党
と
日
本
民
主
党
が
合
同
に
 
 

よ
り
自
由
民
主
党
結
成
 
 

●
神
武
景
気
 
 

●
マ
ン
ボ
大
流
行
 
 

流行歌・ワード  

♪月がとっても青いから  

（菅原都々子）  

★ノイローゼ  

★最低ネ   



、
h
 
l
 
 

［
産
声
］
昭
和
M
 
 

3
9
年
 
 

¶‾－1・・こ1l  

－
 
 
 

．
 
 
 

上
新
橋
を
架
け
替
え
 
 

し
て
い
た
国
鉄
の
越
美
北
線
は
、
工
事
の
 
 

再
開
が
決
ま
り
、
こ
の
年
か
ら
工
事
が
本
 
 

格
化
し
ま
し
た
。
 
 

1
0
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
昭
和
1
4
年
以
来
、
工
事
が
中
断
 
 

羽
生
 
子
校
体
育
館
の
落
成
式
 
 

3
月
●
美
山
村
連
合
青
年
団
協
議
会
結
成
、
会
員
 
 

3
7
5
人
 
 

1
0
月
●
初
の
消
防
自
動
車
購
入
 
 

●
上
新
橋
架
け
替
え
 
 

1
2
月
●
羽
生
小
学
校
体
育
館
改
築
落
成
 
 

一一■■・■■＝＝＝∵＝＝・■■●▼一一－－－－÷  「  －－－－－－－■－－－－■・■・－－－－－←－－－－－－■■■－■■  

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
神
武
景
気
で
テ
レ
ビ
、
電
気
洗
濯
機
 
 

が
普
及
し
始
め
る
 
 

●
第
3
4
回
芥
川
賞
が
石
原
慎
太
郎
の
 
 
 

「
太
陽
の
季
節
」
に
決
定
 
 

●
水
俣
病
の
発
見
 
 

●
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
「
ハ
ー
ト
・
ブ
 
 
 

レ
イ
ク
ホ
テ
ル
」
日
本
発
売
を
き
っ
 
 
 

か
け
で
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
大
流
行
 
 

●
日
ソ
共
同
宣
言
調
印
 
 

●
南
極
観
測
船
「
宗
谷
」
出
航
 
 

●
国
連
総
会
に
日
本
の
加
盟
可
決
す
る
 
 

●
石
橋
湛
山
内
閣
成
立
 
 

［
世
界
の
動
き
】
 
 

●
女
優
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
と
モ
ナ
コ
の
 
 
 

レ
l
王
3
世
結
婚
 
 

●
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
 
 

●
ス
エ
ズ
戦
争
 
 

●
日
本
が
国
際
連
合
加
盟
 
 

■ 流行歌・ワード  

l♪ここに幸あり（大津美子）   

★三種の神器  

l★一億総白痴化  

旬
轟
 
 
 

川■jトi＿－＿＿＿．．Hこi●」±：王事事＿●，．寸亡モ1－－－・・・－「－■・－－－－一丁▼1－－－－＝・－一一＝一丁空て㌍㌣ご   
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3
月
に
は
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

下
味
見
小
学
校
が
 
 

改
築
落
成
 
 

後
、
善
後
策
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
 
 

‥
せ
㌔
こ
の
年
の
川
月
に
県
知
事
の
 
よ
一
け
一
応
の
解
決
が
み
ら
れ
ま
し
 
 

郊
兜
の
問
題
が
出
さ
れ
、
村
の
存
亡
 
 

わ
る
懸
案
事
項
に
発
展
し
ま
し
た
。
 
 

目
の
村
長
に
は
泉
田
和
志
男
氏
が
 
 

ま
。
 
 

味
見
小
学
校
の
改
築
が
行
わ
れ
、
 
 

里
で
の
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
 
 

1
月
に
役
場
庁
舎
の
設
置
場
 
 

こ
り
、
旧
下
宇
坂
・
旧
芦
見
 
 
 

L＝ 」  

’■■冊±モT叶■▼±土‾一叫：亘●七倍≠T“挙i≡i芦事i“▲■ii＃iii＝i：岩望Lii山ユi－－一 －－－－－－－ TT－－㌻享享≡  

1
月
●
美
山
村
の
事
務
所
位
置
条
例
改
正
 
 

2
月
○
村
議
会
議
員
選
挙
 
 
 

●
役
場
事
務
所
を
旧
下
宇
坂
村
役
場
よ
り
旧
上
 
 

宇
坂
村
役
場
に
移
転
 
 

3
月
●
村
長
選
挙
、
第
2
代
村
長
に
泉
田
和
土
笛
力
氏
 
 

就
任
 
 

●
下
味
見
小
学
校
改
築
落
成
 
 

1
0
月
・
羽
根
知
事
の
調
停
に
よ
り
分
村
問
題
解
決
 
 
 

●
上
宇
坂
小
学
校
「
こ
ど
も
郵
便
局
」
が
大
蔵
 
 

大
臣
と
日
銀
総
裁
よ
り
表
彰
さ
れ
る
 
 

£
代
目
村
長
 
泉
田
和
志
男
氏
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
「
宗
谷
」
南
極
接
岸
に
成
功
、
昭
和
 
 
 

基
地
設
営
 
 

●
岸
信
介
内
閣
成
立
 
 

●
中
学
校
体
育
の
剣
道
実
施
決
定
 
 

●
五
千
円
札
発
行
 
 

●
長
島
茂
雄
巨
人
入
団
 
 

●
N
H
K
、
日
本
テ
レ
ビ
が
カ
ラ
l
T
レ
 
 

ビ
実
験
局
開
局
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
ソ
連
が
世
界
初
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
 
 

ニ
ク
打
上
げ
に
成
功
 
 

●
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
が
続
く
 
 

●
イ
ギ
リ
ス
が
初
の
水
爆
実
験
 
 

流行歌・ワ血ド  

♪東京だよおっかさん（島倉千代子）  

♪俺は待ってるぜ（石原裕次郎）  

♪監獄ロック（エルビス・プレスリー）  

★低姿勢  

★決定的瞬間   



増
一
一
 
 

▲  

－
1
 
 

厘
橋
（
小
和
清
水
・
猟
ケ
ロ
間
）
 
 
 

†
 

－
一
が
完
成
し
、
1
2
月
1
7
日
に
、
渡
り
 
 

初
め
を
行
い
、
橋
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
 
 
 

児
童
・
生
徒
の
学
力
を
図
る
た
め
県
内
 
 

で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
な
る
「
教
育
審
 
 

議
会
」
を
設
置
。
学
力
を
高
め
る
た
め
の
 
 

調
李
・
研
究
を
行
い
、
村
長
に
答
申
す
る
 
 

組
織
で
、
教
育
委
貝
、
民
間
か
ら
の
1
1
人
 
 

で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

蔵
作
の
ウ
ラ
ン
鉱
で
は
、
雪
解
け
と
と
 
 

も
に
採
掘
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
 
 

石
屋
橋
が
完
成
 
 

3
月
●
蔵
作
ウ
ラ
ン
鉱
、
採
掘
量
1
日
3
ト
ン
 
 

●
村
の
教
育
審
議
会
発
足
 
 

4
月
●
一
般
公
募
に
よ
り
村
章
決
定
 
 

1
2
月
●
美
山
村
役
場
上
味
見
支
所
落
成
 
 

●
岩
屋
橋
完
成
 
 

村章決まる。「み」と「山」を丸く図  

案化し、住民の団結と村の円満な  

発展への願いが込められています。  

L
 
 

【
日
本
「
∃
 
 

●
フ
ラ
フ
ー
プ
 
 
カ
ビ
リ
ー
が
こ
の
年
 
 

全
盛
 
 

●
防
衛
庁
設
置
法
・
自
衛
隊
法
公
布
 
 

●
イ
ン
ス
タ
ン
ト
エ
フ
ー
メ
ン
登
場
 
 

●
道
徳
教
育
義
務
化
 
 

●
狩
野
川
台
風
 
 

●
王
貞
治
、
巨
人
と
正
式
契
約
 
 

●
東
京
タ
ワ
ー
完
工
式
 
 

●
月
光
仮
面
大
流
行
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
イ
ラ
ク
革
命
に
よ
り
共
和
国
制
と
 
 
 

な
る
 
 

●
欧
州
経
済
共
同
体
（
2
E
C
）
発
足
 
 

●
中
国
が
人
民
公
社
設
立
 
 

●
フ
ラ
ン
ス
で
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
就
任
 
 

■  
流行歌・ワード   

♪有楽町で会いましょう  

（フランク永井）   

★ナベ底不況   

★神風不況   

★ながら族  

＿＿＿＿＿▲＿＿＿＿＿＿－－▼▼＝≡uu＝三モモ・－▼・・・・・・一一一・・－・－－－－－▲一■■■■■■■■■■■■▲‾‾‾‾‾‾‾■▼－‾‖  
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「
高
田
大
橋
・
大
久
保
橋
 
1
 
相
次
い
で
完
成
 
 

一・ ．・－‥ 「＼  
高
 
 

の
人
た
ち
に
よ
る
渡
り
初
め
式
な
ど
で
、
 
 

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
こ
の
年
は
、
9
月
の
伊
勢
湾
台
風
 
 

に
よ
り
多
く
の
爪
あ
と
を
残
し
ま
し
た
。
 
 
 

羽
生
小
学
校
の
間
戸
分
枚
が
増
築
落
成
 
 

し
ま
し
た
。
 
 

田
大
橋
は
4
月
、
大
久
保
橋
は
8
 
 

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
、
地
元
 
 

註i  大
久
保
橋
渡
初
式
 
 

4
月
●
高
田
と
田
尻
を
結
ぶ
高
田
大
橋
完
成
 
 

8
月
●
大
久
保
と
小
和
清
水
を
結
ぶ
大
久
保
橋
完
成
 
 

●
嶺
北
地
方
に
豪
雨
 
福
井
市
稲
津
の
堤
防
決
 
 

壊
で
美
山
村
孤
立
 
 

9
月
●
伊
勢
湾
台
風
襲
来
 
 

1
2
月
●
羽
生
小
学
校
間
戸
分
校
増
築
落
成
 
 

コココ＝LEコ：ココ   ■■・▲・▲一－－－一一・－－一・・・・●・1－－－■■－■■・－－－－－－－－－－－▼▼■－・■｛■  

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
皇
太
子
殿
下
、
正
田
美
智
子
様
ご
 
 
 

成
婚
 
 

●
メ
ー
ト
ル
法
実
施
 
 

●
第
三
次
南
極
観
測
隊
、
昭
和
基
地
 
 
 

に
到
着
、
前
年
置
き
去
り
に
な
っ
て
 
 
 

い
た
タ
ロ
ー
と
ジ
ロ
ー
の
生
存
を
確
 
 
 

●
国
民
皆
保
険
を
め
ざ
し
新
国
民
健
 
 

康
保
険
法
施
行
 
 

●
伊
勢
湾
台
風
襲
来
 
 

●
安
保
デ
モ
隊
国
会
構
内
へ
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
キ
ュ
ー
バ
革
命
で
カ
ス
ト
ロ
が
首
相
 
 

就
任
 
 

●
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
ソ
連
首
相
訪
米
、
ア
 
 

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
と
会
談
 
 

流行歌・ワード   

♪恋の片道切符（ニール・セダカ）   

♪黒い花びら（水原弘）   

♪南国土佐をあとにして（ペギ一葉山）   

★曲がり角  

l★ファニー・フェース  

★タフガイ   

芦間冊冊冊叫無毒奉  ・弓  

20  



昭
和
3
0
年
～
昭
和
3
9
年
 
 

1
0
月
、
3
■
調
日
の
村
長
に
真
杉
文
右
衛
 
 

門
氏
が
就
任
し
ま
√
た
。
 
 

．
ヽ
 
日
劇
牒
か
ら
、
毒
が
再
開
さ
れ
 
 

♪
た
越
美
北
線
は
、
3
5
年
の
1
2
月
1
5
 
 

寮
二
次
世
界
大
戦
の
影
響
で
約
2
0
 
 

些
 
 

ま
 

・
越
美
北
線
の
 
 

～
勝
原
開
聞
通
 
 

期
間
を
経
て
の
開
通
で
、
沿
線
 
 
 

し
ま
し
た
。
昭
和
1
0
年
の
着
工
 
 

し
た
 
 

冗  

の  

人  
が  

集  
ま  

り  

i－‖l  

か  

く  

美
山
中
学
校
起
工
式
 
 

4
月
●
美
山
中
学
校
創
立
 
 

1
0
月
●
美
山
中
学
校
起
工
式
 
 

●
第
3
代
村
長
に
真
杉
文
右
衛
門
氏
就
任
 
 

1
1
月
●
野
波
口
で
福
美
共
同
養
鶏
場
創
業
 
 

1
2
月
●
越
美
北
線
の
福
井
～
勝
原
間
開
通
 
 

●
上
宇
坂
小
学
校
西
校
舎
増
築
落
成
 
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
新
安
保
条
約
調
印
 
 

●
三
池
闘
争
 
 

●
美
智
子
妃
浩
宮
様
ご
出
産
 
 

●
安
保
闘
争
 
 

●
チ
リ
地
震
津
波
被
害
 
 

●
池
田
勇
人
内
閣
成
立
 
 

●
福
井
放
送
テ
レ
ビ
局
開
局
 
 

●
「
グ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
大
流
行
 
 

●
石
原
裕
次
郎
、
北
原
三
種
結
婚
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
チ
リ
地
震
（
M
8
・
3
）
 
 

●
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
O
P
E
C
（
石
油
輸
出
 
 
 

国
機
構
）
結
成
 
 

●
世
界
初
の
原
子
力
空
母
、
エ
ン
タ
ー
 
 
 

プ
ラ
イ
ズ
が
ア
メ
リ
カ
で
進
水
 
 

●
米
大
統
領
選
で
」
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
 
 
 

が
リ
チ
ャ
ー
ド
三
ク
ソ
ン
を
破
っ
て
 
 
 

当
選
 
 

流行歌・ワード  

l♪再会（松尾和子）   

♪潮来笠（橋幸夫）   

★所得倍増   

★ヌーベル・ヴアーク   

★Gパン流行  

聖iモ：二：二＝＝’耳聖ナ⊥■t三竺竺i－－－－－－－－－－・－－－一  
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：‾‾‾1＝T：撃   
J ＿   ＿  

け
を
し
ま
し
た
。
 
 

の
な
か
で
災
害
復
旧
に
村
民
挙
げ
て
 
 

刀
を
お
願
い
す
る
、
特
別
な
呼
び
か
 
 

億
円
で
、
昭
和
3
6
年
度
の
町
一
般
 
 

算
約
8
2
8
0
万
円
を
上
回
る
甚
 
 

害
と
な
り
ま
し
た
。
真
杉
村
長
は
 
 

番
と
を
親
し
蓋
L
た
。
零
屋
、
 
 

慣
領
出
、
農
作
物
埋
蔵
寄
な
ど
、
 
 

作
業
〓
室
戸
台
風
が
上
陸
⊥
、
 
 

■  

戸J  

∠－ヽ 「1  

風  

、
蘇
鹿
、
山
林
な
ど
随
所
に
 
 

中
谷
河
川
群
は
ん
ら
ん
し
、
 
 

■
る
っ
た
 
 ト  

3
月
●
「
広
朝
み
や
ま
」
第
1
号
発
刊
 
 

5
月
●
美
山
中
学
校
校
章
決
定
 
 

6
月
●
間
戸
集
落
が
林
業
改
善
濃
密
指
導
地
区
に
指
 
 

定
さ
れ
る
 
 

●
植
木
法
務
大
臣
来
村
 
 

7
月
●
下
宇
坂
地
区
簡
易
水
道
完
成
 
 

●
宇
坂
音
頭
披
露
 
 

●
農
協
合
併
促
進
協
議
会
発
足
 
 

8
月
●
美
山
村
主
催
戦
没
者
慰
霊
祭
（
上
宇
坂
忠
霊
 
 

場
に
て
）
 
 

9
月
●
第
二
室
戸
台
風
上
陸
 
 

民
家
流
出
4
戸
、
美
山
橋
流
出
、
国
鉄
越
美
北
 
 

線
市
波
～
大
久
保
聞
流
出
な
ど
村
内
に
被
害
 
 

●
植
木
法
務
大
臣
災
害
視
察
 
 

1
2
月
●
上
宇
坂
小
学
校
で
耕
運
機
運
転
免
許
試
験
 
 

実
施
 
 

美山中校章   

■
 
 

岡
田
馴
 
H
l
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
普
及
 
 

●
農
業
基
本
法
公
布
 
 

●
東
京
都
「
小
児
マ
ヒ
対
策
本
部
」
設
 
 
 

置
 
 

●
日
赤
が
移
動
採
血
手
配
備
 
 

●
北
美
濃
地
震
（
M
7
・
0
）
奥
越
を
 
 

中
心
に
死
者
1
人
、
負
傷
者
1
2
人
、
 
 
 

行
方
不
明
2
人
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
米
、
キ
ュ
ー
バ
と
の
国
交
断
絶
 
 

●
韓
国
で
軍
事
ク
ト
デ
ク
ー
起
こ
る
 
 

●
世
界
最
初
の
有
人
衛
星
船
、
ソ
連
 
 
 

の
ボ
ス
ト
ー
ク
に
乗
っ
た
ユ
ー
リ
・
ガ
 
 

ガ
ー
リ
ン
少
佐
が
地
球
1
周
 
 

●
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
成
立
、
ア
パ
ル
 
 

ト
ヘ
イ
ト
政
策
実
施
 
 

●
東
独
、
東
西
ベ
ル
リ
ン
境
界
に
壁
構
 
 

築
 
 

I   

流行歌・ワード  

♪上を向いて歩こう（坂本九）  

♪スーダラ節（植木等）   

★不快指数   

★地球は青かった   

★プライバシー  

★ ＝丁：三   旬
一
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第
二
室
戸
台
風
の
災
害
視
察
の
た
 
 

め
、
植
木
法
務
大
臣
が
、
総
理
大
臣
代
 
 

理
と
し
て
来
村
。
被
災
地
を
視
察
後
、
 
 

上
宇
坂
小
学
校
で
つ
め
か
け
た
陳
情
 
 

団
に
対
し
「
復
旧
に
つ
い
て
は
首
相
に
 
 

現
状
を
伝
え
、
出
来
る
限
り
努
力
し
 
 

た
い
」
と
激
励
さ
れ
た
。
 
 

植
木
法
務
大
臣
 
 

台
風
の
災
害
視
察
 
 

臼田回トピックス  
［
産
声
］
昭
和
3
0
年
～
昭
和
3
9
年
 
 

ナ■■、．．＿＿  

広報第4号の真杉村長の言葉   

村民の皆様、今回の第二室戸台風は、美山  

村においても大きく荒れ狂い、甚大な災害を受  

けたことは、誠に残念に堪えません。春から秋の  

収穫を楽しみに、一生懸命に働いた労働の成  

果を瞬時にして失い、荒れ狂う風水のため家は  

流され、或は破壊され、家財道具が水浸しになっ  

た方々に対し、且又祖先伝来愛育した美林を滅  

茶苦茶にされた方々に対し、衷心より御見舞申  

し上げる次第であります。   

私は村内の災害状況を視察し、職員よりその  

調査結果の報告をきいて、損害の余りにも大き  

かったことを残念に思い、復旧には全力を傾倒し  

なければならないことを決心致しました。然し、復  

旧の事は全部－ペんに出来るものではありません。‾  

応急に復旧すべきものもあり、改良復旧にもっ  

ていくべきものも、また原形復旧でよいものもあ  

って復旧には緩急があり複雑さがあり、財政的  

にも大きな困難を伴うことが予想されます。村当  

局、村議会、村民の三者が一体となって復旧の  

大事業に当たらねば有終の美を収めることは出  

来ないのではないかと思われます。村民の皆様、  

昔から「禍を転じて福となす」という諺があります  

が、何卒覚悟を新たにして、一致団結、復興の  

大事業に御協力下さることを念願致します。  

美
山
中
学
校
本
館
校
舎
落
成
 
 
 

3
5
年
4
月
に
発
足
し
た
美
山
中
学
校
 
 

の
校
舎
が
朝
谷
島
に
落
成
。
新
校
舎
は
 
 

県
下
で
は
ま
だ
珍
し
い
鉄
筋
3
階
建
て
 
 

で
、
注
目
を
浴
び
た
。
 
 

（
完
成
し
た
普
通
教
室
・
ウ
ラ
側
よ
り
）
 
 

「
広
報
み
や
ま
」
第
1
号
を
発
刊
 
 
 

村
政
を
よ
り
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
 
 

お
う
と
「
広
報
み
や
ま
」
第
1
号
発
刊
。
 
 

主
な
内
容
は
「
発
刊
の
こ
と
ば
」
と
美
 
 

山
村
財
政
事
情
を
掲
載
。
 
 
 

耕
運
機
運
転
免
許
の
 
 

試
験
を
実
施
 
 
 

耕
運
機
の
無
免
許
運
転
に
よ
る
事
故
 
 

防
止
を
目
指
し
て
、
村
内
で
臨
時
の
運
 
 

転
免
許
試
験
を
実
施
。
上
宇
坂
小
学
校
 
 
 

㊤買妻  

】                   If  

下
†
評
∵
 
 
 

．
l
 
 

q
■
一
．
日
日
．
ハ
小
ソ
 
 

剛
軌
に
・
1
つ
て
 
 

一
 
 

l  
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■  

枚
が
4
月
に
開
校
。
 
 
 

春
風
の
そ
よ
ぐ
中
、
開
校
式
は
体
育
館
 
 

が
未
完
成
の
為
、
新
校
舎
の
屋
上
で
行
わ
 
 

れ
、
1
2
月
に
は
体
育
館
な
ど
す
べ
て
の
校
 
 

舎
が
完
成
し
、
盛
大
な
落
成
式
が
行
わ
れ
 
 

ま
し
た
。
 
 

6
 
 
つ
の
併
設
中
学
枚
を
廃
止
し
、
一
 
 

村
一
枚
に
統
合
し
た
、
美
山
中
学
 
 

＝量ゴーJ ノ刀  

＝：7  

」止山一－－－・－－ ・－＝・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＝・・・・・－  

ブタ62  
（昭和37年）  

1
月
●
公
用
車
と
し
て
ジ
ー
プ
新
車
と
荷
客
兼
用
小
型
 
 

車
1
台
購
入
 
 

3
月
●
初
の
成
人
式
（
上
宇
坂
小
学
校
作
法
室
に
て
）
 
 

新
成
人
1
5
0
人
 
 

4
月
●
美
山
中
学
校
開
校
式
挙
行
 
 

5
月
●
美
山
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
 
 

6
月
●
羽
生
・
上
味
見
で
栄
養
指
導
車
に
よ
る
料
理
講
 
 

習
 
 

7
月
●
第
6
回
高
志
福
井
農
村
青
少
年
技
術
交
換
 
 

大
会
開
催
 
 

●
美
山
村
自
衛
隊
協
力
会
発
足
 
 

8
月
●
婦
人
林
業
グ
ル
ー
プ
誕
生
 
 

9
月
●
福
田
通
産
大
臣
来
村
 
 

●
間
戸
と
境
寺
を
結
ぶ
問
戸
橋
完
成
 
 

1
1
月
●
問
戸
地
区
簡
易
水
道
完
成
 
 

●
三
万
谷
別
所
地
区
簡
易
水
道
完
成
 
 

●
第
1
回
赤
ち
や
ん
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
 
 

●
朝
谷
島
と
朝
谷
を
結
ぶ
美
山
橋
完
成
 
 

1
2
月
●
美
山
中
学
校
校
舎
と
体
育
館
新
築
落
成
 
 

［
日
本
の
動
き
】
 
 

●
堀
江
謙
一
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋
単
独
 
 
 

横
断
 
 

●
ツ
イ
ス
ト
流
行
 
 

●
サ
リ
ド
マ
イ
ド
販
売
停
止
 
 

●
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
開
設
 
 

●
東
京
水
飢
饉
 
 

●
三
河
島
事
故
 
 

●
タ
レ
ン
ト
議
員
誕
生
（
藤
原
あ
き
）
 
 

●
ス
モ
ッ
グ
被
害
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
 
 

●
女
優
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
死
亡
 
 

●
キ
ュ
ー
バ
危
機
に
よ
り
、
核
戦
争
へ
の
 
 

危
機
高
ま
る
 
 

●
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
「
ラ
ブ
・
ミ
ー
・
ド
ゥ
⊥
 
 
 

で
レ
コ
ー
ド
・
デ
ビ
ュ
ー
 
 

●
中
印
国
境
紛
争
 
 

流行歌・ワード  

♪王将（村田英雄）  

♪可愛いベビー（中尾ミ工）  

★青田買い  

★スモッグ  

★無責任時代   



交
通
の
不
便
な
、
上
味
見
、
下
味
見
両
 
 

地
区
の
生
徒
の
通
学
の
足
を
確
保
す
る
た
 
 

め
ス
ク
ー
ル
バ
ス
1
台
を
購
入
。
 
 

ス
ク
ー
ル
 
 

バ
ス
を
購
入
 
 

［
産
声
］
昭
和
3
0
年
～
昭
和
3
9
年
 
 
 美

山
村
自
衛
隊
協
力
会
が
発
足
 
 
 

美
山
中
学
校
に
て
美
山
村
自
衛
隊
 
 

協
力
会
（
会
員
3
9
4
人
）
の
設
立
総
 
 

会
開
催
。
写
真
は
、
美
山
中
学
校
体
育
 
 

館
が
工
事
中
の
た
め
に
、
そ
の
後
会
場
 
 

を
境
寺
の
白
山
神
社
に
移
し
て
行
わ
 
 

れ
た
第
十
師
団
音
楽
隊
の
記
念
演
奏
 
 

会
の
模
様
。
 
 

美
山
橋
が
落
成
 
 
 

第
二
室
戸
台
風
で
流
失
し
た
美
山
橋
が
、
よ
う
や
く
完
 
 

成
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
な
っ
た
橋
の
落
成
式
で
は
、
餅
ま
き
 
 

や
演
芸
な
ど
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
 
 

福
田
通
産
大
臣
が
来
村
 
 
 

本
県
出
身
の
福
田
通
産
大
 
 

臣
が
、
9
月
1
6
日
美
山
村
を
 
 

訪
れ
、
約
2
0
0
人
の
美
山
 
 

村
民
の
万
歳
に
迎
え
ら
れ
歓
 
 

迎
会
場
の
羽
生
小
学
校
に
姿
 
 

を
見
せ
た
。
 
 

初
の
成
人
式
を
開
催
 
 
 

1
月
1
5
日
の
成
人
の
日
に
行
う
は
ず
 
 

の
成
人
式
は
、
雪
が
深
い
た
め
、
2
カ
月
 
 

遅
れ
の
3
月
に
行
う
こ
と
が
決
定
し
、
 
 

初
め
て
成
人
式
が
行
わ
れ
た
。
 
 
 

上
宇
坂
小
学
校
作
法
空
で
行
わ
れ
 
 

た
成
人
式
で
は
、
式
典
の
ほ
か
記
念
講
 
 

演
や
映
画
会
の
後
、
恩
師
と
と
も
に
「
い
 
 

っ
ち
ょ
ら
い
節
」
な
ど
を
踊
っ
た
。
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l■  

た
。
 
 

ー
ト
ル
に
達
し
た
と
も
い
わ
れ
、
大
き
な
 
 

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
美
山
村
籠
谷
で
 
 

は
、
芦
見
小
学
校
児
童
と
先
生
9
人
が
な
 
 

だ
れ
に
遭
い
、
児
童
3
人
と
先
生
1
人
の
 
 

－・   F戸÷Tl．  

三
 
 

壮
者
ら
に
送
ら
れ
た
1
0
0
0
ド
ル
の
 
 

部
で
、
な
 
 
れ
慰
霊
碑
を
建
立
し
ま
し
 
 
 

八
豪
雪
が
襲
来
 
 
 

■l■  

L  ■l■  

ク
市
在
住
の
岡
島
喜
代
さ
ん
よ
り
、
 
 

八
豪
雪
が
猛
威
を
振
る
っ
た
昭
和
 
 

3
8
年
。
美
山
村
内
で
は
積
雪
4
メ
 
 

5
 
 

月
に
は
美
山
村
出
身
、
ニ
ユ
 
 

ま
し
た
。
 
 

l■墾  

√r∴ － 」‘  

■  

■－－・＝－＝一ニニニーー，一一一一●－－▲－ij■■■一Jjt■  ・－－－－・－・・一一一－＝＝－－－－＝一一－－－－－－＝－－－－－－－－▼▼▼▼▼▼＿＿‖‖‖‖▼リー▲▲叫＿  

・
月
●
美
山
中
学
校
寄
宿
舎
落
成
 
 

●
籠
谷
で
な
だ
れ
に
遭
遇
、
芦
見
小
学
校
児
童
 
 

や
教
師
ら
4
人
犠
牲
 
 

3
月
●
美
山
中
で
初
の
成
人
式
 
新
成
人
－
2
4
人
 
 

4
月
●
美
山
村
消
防
団
出
初
式
と
消
防
車
入
魂
式
 
 

開
催
 
 

5
月
●
市
波
の
杉
採
穂
園
で
ク
ワ
入
れ
式
挙
行
 
 

7
月
●
鳴
滝
の
滝
開
き
と
臆
滝
荘
竣
工
式
 
 

9
月
●
南
野
津
又
な
ど
三
集
落
の
簡
易
水
道
起
工
 
 

●
敬
老
の
日
に
真
杉
村
長
が
村
内
高
齢
者
慰
問
 
 

●
芦
見
小
学
校
に
於
て
、
へ
き
地
教
育
指
導
者
 
 

講
座
音
楽
部
会
開
催
 
 

●
籠
谷
の
な
だ
れ
犠
牲
者
の
慰
霊
碑
除
幕
式
 
 

1
1
月
●
越
美
北
線
高
田
駅
新
設
 
 

●
美
山
中
学
校
の
校
門
完
成
 
 

1
2
月
●
新
車
の
消
防
自
動
車
を
下
味
見
地
区
へ
配
置
 
 

●
芦
見
小
学
校
改
築
落
成
 
 

●
田
尻
橋
復
旧
完
成
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
「
狭
山
事
件
」
発
生
 
 

●
ス
モ
ッ
グ
被
害
 
 

●
伊
藤
博
文
千
円
札
登
場
 
 

●
家
庭
用
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
登
場
 
 

●
日
本
海
側
三
八
豪
雪
 
 

●
小
松
左
京
、
星
新
一
ら
の
日
本
S
F
 
 
 

作
家
ク
ラ
ブ
発
足
 
 

●
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
第
1
回
「
花
の
 
 
 

生
涯
」
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
 
 

●
人
種
差
別
撤
廃
と
一
層
用
拡
大
を
要
 
 

求
す
る
「
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
」
 
 

●
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
成
立
 
 

●
坂
本
九
の
「
ス
キ
ヤ
キ
」
が
全
米
で
 
 
 

大
ヒ
ッ
ト
 
 

国
 
 

流行歌・ワード  

♪高校三年生（舟木一夫）  

♪こんにちは赤ちゃん（梓みちよ）  

★かもね  

★お呼びでない  

★三ちゃん農業   

■
仙
 
 

■‘ 
．ニ＝＝ニこ±JLニ．÷÷÷1－Y一■ェー＿＿＿  
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⊥
 
 

美
山
中
学
校
に
通
う
上
 
 

味
見
地
区
、
芦
見
地
区
、
赤
 
 

脊
地
区
な
ど
の
生
徒
の
冬
期
 
 

間
の
通
学
問
題
解
消
の
た
め
、
 
 

寄
宿
舎
が
完
成
し
た
。
 
 
 

1
階
は
男
子
、
2
階
は
女
 
 

子
で
、
炊
事
は
当
番
制
で
行
 
 

わ
れ
た
。
 
 

が
参
加
し
た
。
 
 

美
山
中
学
校
で
初
の
成
人
式
 
 

美
山
中
学
校
で
初
め
て
行
わ
れ
た
成
 
 

人
式
に
、
成
人
者
1
2
4
人
中
約
5
0
人
一
 
 
 

美
山
中
学
校
に
 
 

寄
宿
舎
完
成
 
 

美
山
村
消
防
団
 
 

出
初
式
と
入
魂
式
を
 
 

開
催
 
 

新
し
く
購
入
し
た
消
 
 

防
自
動
車
を
羽
生
地
区
 
 

に
配
車
さ
れ
、
村
内
の
消
 
 

が
参
加
し
、
4
台
の
消
防
 
 

防
自
動
車
は
全
部
で
4
台
。
 
 
 

4
月
2
6
日
、
羽
生
小
学
 
 

校
で
行
っ
た
美
山
村
消
防
 
 

団
出
初
式
で
は
約
7
0
名
 
 
 

自
動
車
が
一
斉
放
水
を
 
 

行
っ
た
。
 
 

市
波
採
穂
園
の
ク
ワ
入
れ
式
 
 
 

山
林
の
育
成
に
役
立
て
よ
う
と
、
市
 
 

波
本
向
寺
真
の
丘
陵
地
に
、
杉
の
採
穂
 
 

園
が
造
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
福
井
県
 
 

知
事
ら
の
手
で
ク
ワ
入
れ
式
が
行
わ
れ
 
 

た
。
 
 

田
尻
橋
が
復
旧
 
 
 

昭
和
3
6
年
の
第
二
室
戸
台
風
 
 

に
よ
り
流
出
し
た
田
尻
橋
が
復
 
 

旧
。
新
工
法
に
よ
り
、
完
成
し
た
 
 

こ
の
橋
の
中
間
部
に
は
、
流
出
 
 

を
ま
ぬ
が
れ
た
わ
ず
か
な
部
分
 
 

を
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
。
 
 

鳴
滝
で
滝
開
き
 
 
 

高
田
の
鳩
滝
に
休
憩
所
を
兼
ね
た
売
 
 

店
「
鳴
滝
荘
」
が
完
成
。
写
真
は
竣
工
 
 

式
に
参
加
の
知
事
歓
迎
の
ア
ー
チ
で
賑
 
 

わ
う
、
滝
開
き
の
光
景
。
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I
山
 
町
 
 

併
し
て
1
0
周
年
の
節
目
の
こ
の
年
、
町
制
 
 

施
行
に
よ
り
美
山
村
は
美
山
町
に
生
ま
れ
 
 

変
わ
り
ま
し
た
。
新
庁
舎
も
完
成
し
、
1
0
 
 

月
7
日
に
町
制
施
行
、
庁
舎
落
成
、
6
カ
 
 

村
合
併
1
0
周
年
の
三
大
祝
賀
式
を
開
催
。
 
 

こ
の
日
は
全
戸
国
旗
を
掲
げ
て
祝
い
、
学
 
 

校
の
生
徒
に
は
ま
ん
じ
ゅ
う
、
各
家
庭
に
 
 

は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
 
 
 

ち
ょ
う
ど
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
 
 

さ
れ
、
4
年
後
に
福
井
国
体
が
決
定
、
ス
 
 

ポ
ー
ツ
ヘ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
の
年
、
町
 
 

体
育
協
会
が
発
足
。
第
1
回
町
民
体
育
大
 
 

会
が
華
々
し
く
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

町
制
施
行
に
よ
り
 
 

美
山
村
」
か
ら
「
美
山
町
」
へ
 
 

宇
坂
∴
芦
見
・
羽
生
・
上
味
見
・
 
 

下
味
見
・
上
宇
坂
の
6
カ
村
が
合
 
 

．L   」  

1
月
●
村
議
会
議
員
の
定
数
減
条
例
制
定
 
 

3
月
●
成
人
式
 
新
成
人
1
2
1
人
 
 

4
月
●
幼
稚
園
が
公
立
と
な
る
 
 

●
美
山
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
結
成
 
 

●
境
寺
と
椙
谷
を
結
ぶ
境
寺
橋
完
成
 
 

6
月
●
村
役
場
庁
舎
の
地
鎮
祭
挙
行
 
 

7
月
●
美
山
中
学
校
校
歌
完
成
 
 

●
美
山
村
防
犯
隊
夏
期
訓
練
実
施
 
 

8
月
●
美
山
町
体
育
協
会
発
足
 
 

9
月
●
町
制
施
行
に
よ
り
美
山
村
か
ら
美
山
町
へ
 
 

●
下
味
見
小
学
校
校
門
完
成
 
 

●
上
味
見
小
学
校
で
災
害
の
復
興
祭
開
催
 
 

1
0
月
●
町
制
施
行
・
庁
舎
落
成
・
6
力
村
合
併
1
0
周
年
、
 
 

三
大
祝
賀
式
開
催
 
 

●
第
1
回
美
山
町
民
体
育
大
会
開
催
 
 

●
中
学
校
に
国
旗
掲
揚
塔
落
成
 
 

●
真
杉
文
右
衛
門
町
長
 
無
投
票
再
選
 
 

1
2
月
●
新
鋭
の
消
防
車
を
上
味
見
地
区
に
配
置
 
 

珊‾■1■－■■■一－－一■■■■■■■－■■■－■■■－－・・・・一一・・一一一一一一一－－・・・・・・－－●・・・一一｛－－－－－－－・－－－・－・  

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
 
 

●
東
海
道
新
幹
線
開
業
 
 

●
サ
リ
ド
マ
イ
ド
訴
訟
 
 

●
米
国
ヘ
テ
レ
ビ
即
時
中
継
成
功
 
 

●
日
本
O
E
C
D
に
加
盟
 
 

●
新
潟
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
7
）
 
 

●
佐
藤
栄
作
内
閣
成
立
 
 
 

［
世
界
の
動
き
】
 
 

●
ボ
ク
シ
ン
グ
の
カ
シ
ア
ス
・
ク
レ
イ
 
 
 

が
ヘ
ビ
ー
級
王
者
に
 
 

●
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
が
フ
ル
 
 

シ
チ
ョ
フ
首
相
を
解
任
 
 

●
黒
人
解
放
運
動
の
キ
ン
グ
牧
師
に
 
 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
 
 
 

流行歌・ワード  

♪幸せなら手を叩こう（坂本九）  

♪アンコ椿は恋の花（都はるみ）  

★みゆき族  

★ウルトラC  

★おれについてこい  

★シエー   
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境
専
横
で
渡
り
初
め
 
 
 

災
害
で
流
失
し
た
境
寺
橋
（
境
寺
～
 
 

桶
谷
）
が
長
い
間
の
通
行
止
め
を
経
て
、
 
 

4
月
1
4
日
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
た
。
 
 

［
産
声
］
昭
和
3
0
年
～
昭
和
3
9
年
 
 
 

田田回トピックス  

美
山
村
防
犯
隊
が
 
 

夏
期
訓
練
を
実
施
 
 
 

美
山
中
を
会
場
に
救
急
法
、
逮
捕
術
 
 

な
ど
の
講
義
を
受
け
た
。
写
真
は
、
県
警
 
 

察
防
犯
課
長
や
福
井
警
察
署
長
な
ど
の
 
 

来
賓
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
観
閲
式
の
様
 
 

子
。
 
 

■東京由美山会  王中主声・＝・ユご  
・＃←＝÷聖一弾享ゴ言草咋丁市亡嬉；だF箪＝・エフ二  

・ 置≡＝   
i呂＝ゴ己≡⊥栴一童こ哺声≒－≒繋軸ナ≒亡丁記二千王：琶ヨ1   

貫と記念撮影をしたも■の。■  

下
味
見
小
学
校
校
門
 
 

完
成
の
除
幕
式
 
 
 

下
味
見
地
区
体
育
大
会
に
併
せ
、
下
 
 

味
見
小
学
校
校
門
の
完
成
の
除
幕
式
を
 
 

行
っ
た
。
写
真
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
真
 
 

杉
町
長
。
 
 

町
制
施
行
な
ど
の
祝
賀
会
を
開
催
 
 
 

町
制
施
行
、
庁
舎
落
成
、
合
併
1
0
周
年
 
 

の
三
大
祝
賀
式
を
、
新
庁
舎
役
場
事
務
 
 

室
と
美
山
中
学
校
に
お
い
て
盛
大
に
開
 
 

催
し
た
。
全
町
民
あ
げ
て
祝
っ
た
。
 
 ∴

 
 

こ
の
年
8
月
に
発
足
し
た
美
山
町
 
 

体
育
協
会
が
主
体
と
な
り
、
各
地
区
 
 

対
抗
の
第
1
回
町
民
体
育
大
会
を
美
 
 

山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
た
。
 
 

第
1
回
 
 

美
山
町
民
体
育
大
会
 
 

を
開
催
 
 

4
年
後
の
福
井
国
体
決
定
と
重
な
っ
 
 

て
町
民
の
体
育
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
 
 

全
力
を
尽
く
し
て
の
競
技
や
、
応
援
合
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